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新規入職者に対する必要な措置について(再指示) 

 

 

 先日、当社作業所で熱中症による死亡災害が発生しました。 

被災者は、建物内の免震階で、朝から免震装置の養生撤去作業を行っていました。午

後になって足が痛んだため休憩をとりながら作業をしていましたが、15時の休憩後は作

業をすることができずに休憩していました。終礼後に仮囲いの出口付近で座り込んでい

るところを同僚に発見され、17 時 20 分頃に当社に連絡があったため病院につれていき

ましたが翌日夕方に亡くなったものです。事後の調査では、雇入時の健康診断が適切に

行われていなかったことが判明しました。 

当社では、過去にも熱中症による死亡災害が発生し、別添の｢示達本(安環安)16-04｣に

より新規入職者に対する指導の徹底を指示しています。 

つきましては、同種災害を防止するため、作業所関係者に下記事項を再徹底するよう

改めて指示します。 

 

記 

 

1. 熱中症になりやすい季節の体調不良者については、些細な体調の変化であ

っても速やかに報告させ、受診させること。 

2. 新規入職者の就業に当たっての措置として，送出し教育教本『現場でケガを

しないために』等を活用した雇入時の安全衛生教育を確実に行うこと。（安

衛法第 59条第 1項） 

3. 事業者は、新規入職者に雇入時の健康診断を受診させ，必要に応じ医師等

からの意見の聴取及びそれらに基づく措置を講じること。また，健康診断

を受け三月を経過しない者を雇い入れた場合は，その結果を入手し，それ

に基づく必要な措置を講じること。（安衛法第 66条，第 66条の 4，第 66条

の 5，及び安衛則第 43条） 

4. 事業者責任の行為者として，職長に新規入職者の健康診断に基づいた適正

配置等，必要な措置を講じさせること。（安衛法第 65条の 3） 

※この事務連絡は、示達本(安環安)23-05 (令和 5 年 7 月 14日)安全環境本部発行に基づき作成しました。 

 

以 上    



（別添）






